
茨城県男女共同参画基本計画(第４次)における目標指標及び参考項目（案）

１　目標指標（案）（男女共同参画推進のため，数値目標を定めて，当該目標達成に向けて取り組むもの）

　　新：新たに目標指標とするもの，無印：現計画から引き続き目標指標とするもの
県総合計画
の数値目標

現状値
(令和元(2019)年度)

目標値
(令和７(2025)年度）

数値出典 担当課

△ 1 県審議会等における女性委員の割合 34.8%
40.0%

女性活躍・県民協
働課調べ

女性活躍・県民
協働課

○ 新 2 県内企業の１か月あたり所定外労働時間数(暦年) 11.4時間 8.1時間 毎月勤労統計調査 労働政策課

○ 新 3 県民が希望する子どもの数と実際の子どもの数の差 0.46 現状より改善 少子化対策課調べ 少子化対策課

○ 4 乳がん検診受診率 46.2%
50.0%

(令和4(2022)年度)
国民生活基礎調査
（健康票）

疾病対策課

○ 5 子宮頚がん検診受診率 41.7%
50.0%

(令和4(2022)年度)
国民生活基礎調査
（健康票）

疾病対策課

○ 新 6 保育所等の待機児童数(４月１日現在)
193人

(令和2年4月1日現在)
0 子ども未来課調べ 子ども未来課

※目標指標は，県総合計画の改定（R3年度予定）により，見直す場合があります。

２　参考項目(案）（男女共同参画推進の状況把握のため，数値を定めず，当該状況に関する数値の推移を確認するもの）

　　新：新たに参考項目とするもの，◆：現計画では目標指標となっているもの，無印：現計画から引き続き参考項目とするもの，下線：現計画から変更があった部分

基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画の推進

①
国勢調査
就業構造基本調査

女性活躍・県民協働課
5年
5年

◆② 内閣府調査 女性活躍・県民協働課 毎年

③都道府県議会議員に占める女性の割合（茨城県） 内閣府調査 女性活躍・県民協働課 毎年

④市区議会議員に占める女性の割合（茨城県） 内閣府調査 女性活躍・県民協働課 毎年

⑤町村議会議員に占める女性の割合（茨城県） 内閣府調査 女性活躍・県民協働課 毎年

◆⑥男女間賃金格差（茨城県） 賃金構造基本統計調査 女性活躍・県民協働課 毎年

新⑦性別・配偶者の有無による有業率の差（25-34歳，35-44歳，45-54歳） 国勢調査 女性活躍・県民協働課 5年

新⑧ 「働き方改革優良（推進）企業」の認定企業数 労働政策課調べ 労働政策課 毎年

新⑨ 労働政策課調べ 労働政策課 毎年

3 ◆⑩家族経営協定締結農家数 農林水産省調査 農業技術課 毎年

4 ◆⑪理系大学進学率（茨城県，男女別） 教育庁調べ 高校教育課 毎年

基本目標Ⅱ　安全・安心な暮らしの実現

1 新⑫DV事案の認知件数 県警本部人身安全対策課調べ 県警本部人身安全対策課 毎年

2 新⑬母子・父子自立支援プログラム策定件数 青少年家庭課調べ 青少年家庭課 毎年

3

4 ⑭茨城県における消防団員に占める女性の割合 消防安全課調べ 消防安全課 毎年

基本目標Ⅲ　男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備

⑮保育所等の待機児童数（10月１日現在） 子ども未来課調べ 子ども未来課 毎年

◆⑯ 健康・地域ケア推進課 健康・地域ケア推進課 毎年

◆⑰固定的な性別役割分担意識を持たない県民の割合 女性活躍・県民協働課調べ 女性活躍・県民協働課 5年

⑱社会全体でみた男女の地位が平等であると感じている県民の割合 女性活躍・県民協働課調べ 女性活躍・県民協働課 5年

担当課

2

1

2

項目
数値出典

地域包括支援センター数（サブセンター，ブランチ含む）

県内中小企業の年次有給休暇取得率

教育・メディアを通じた男女双方の意識改革，理解の促進

男女共同参画の視点に立った各種制度等の整備

地域における男女共同参画の推進

雇用等における男女共同参画の推進と仕事と生活の調
和

政策・方針決定過程への女性の参画拡大

調査頻度

1

管理的職業従事者（会社役員，会社管理職員，管理的公務員等）に占める女
性の割合

設定根拠等

・女性の参画を広く推進するため，法令設置の県の審議会等に加えて，条
例等で設置した県の審議会等を含めた数を指標とする。
・県第３次男女共同参画基本計画の目標値(R2年度までに40%)が未達成
であることから，引き続き，40%として設定。

・R3(2021)年には全国トップクラスを目指し（県総合計画の目標），
R4(2022)年以降は各年0.3時間減するとして設定。
※仕事と生活の調和の実現に関する指標として設定。

・日本一子どもを産み育てやすい県の実現を目指すため，それぞれの分
野の施策・取組を進めるうえで，それらを包括する指標として設定。
・理想とする数と実際の数の増加を図るとともに，理想と実際の差の縮減
を図る。
※県民の子どもを産み育てる希望がかなえられる社会づくりに関する指標
として設定。

・「茨城県総合がん対策推進計画－第四次計画－(2018～2023年度)」に
おける目標値（令和４(2022)年度：50%）のため。
※健康づくりに関する指標として設定。

・「茨城県総合がん対策推進計画－第四次計画－(2018～2023年度)」に
おける目標値（令和４(2022)年度：50%）のため。
※健康づくりに関する指標として設定。

・保育需要が高まる中，安心して子育てができる環境づくりを推進するた
め，待機児童数を指標とし，その解消を図る。
・「茨城県次世代育成プラン（R2～R6）」を踏まえ，令和２（2020）年度（令和
3年4月1日現在）の待機児童をゼロとするとともに，その後も維持するもの
として設定。
※男女共同参画に資する施設に関する指標として設定。

県の審議会等における女性委員の占める割合（法令設置）

項目

＜基本目標Ⅰ＞
あらゆる分野における男女共同参画の推進

＜基本目標Ⅱ＞
安全・安心な暮らしの実現

＜基本目標Ⅲ＞
　男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備

防災・復興における男女共同参画の推進

生涯を通じた健康支援

男女共同参画の視点に立った生活上の困難に対する支援と
多様性を尊重する環境の整備

あらゆる暴力の根絶

科学技術・学術における男女共同参画の推進

資料５ 


